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は
し
が
き

本
書
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
入
門
的
な
解
説
書
で
す
。
理
論
の
歴
史
か
ら
最
新
の
研
究
成
果
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
理
論
は
、「
社
会
と
は
、
自
分
の
価
値
や
利
益
を
求
め
る
人
び
と
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
プ
レ
イ
す
る
ゲ
ー
ム
で

あ
る
」
と
い
う
社
会
と
ゲ
ー
ム
の
類
似
性
に
着
目
し
て
、
人
間
行
動
と
社
会
の
あ
り
様
を
数
理
的
に
研
究
す
る
学
問
で
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
目
標
を
も
つ
ゲ
ー
ム
理
論
は
、
20
世
紀
半
ば
に
数
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
と
経
済

学
者
の
オ
ス
カ
ー
・
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
理
論
は
誕
生
以
来
、
多
く
の
称
賛
と

批
判
を
受
け
な
が
ら
、
数
学
、
経
済
学
、
経
営
学
、
社
会
学
、
政
治
学
、
心
理
学
、
生
物
学
、
工
学
な
ど
広
い
学
問
分
野

の
研
究
者
の
探
求
心
と
研
究
意
欲
を
刺
激
し
、
学
問
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
経
済
学
へ
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
大
き
く
、
１
９
９
４
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
が
ゲ
ー
ム
理
論
の
分
野
に
初
め
て
授
与
さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で
に

す
で
に
11
名
の
ゲ
ー
ム
理
論
の
研
究
者
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。
他
の
受
賞
者
の
多
く
の
研
究
も
ゲ
ー
ム
理
論
に
深
く
関
っ

て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
理
論
が
こ
の
よ
う
に
学
問
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
し
続
け
て
い
る
理
由
は
、「
自
律
し
た
行
動
主
体
の
相
互

関
係
性
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
理
論
の
研
究
対
象
が
、
理
系
と
文
系
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
に
共
通
に
見
い
だ
さ
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れ
る
か
ら
で
す
。

本
書
で
は
、
ゲ
ー
ム
理
論
に
初
め
て
接
す
る
読
者
の
た
め
に
、
理
論
の
発
展
に
沿
っ
て
、
第
４
章
ま
で
の
前
半
は
ゲ
ー

ム
理
論
の
歴
史
を
含
む
基
本
的
な
内
容
を
解
説
し
て
い
ま
す
。
第
５
章
か
ら
の
後
半
は
、
最
近
の
ゲ
ー
ム
理
論
の
応
用
を

反
映
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
ゲ
ー
ム
理
論
の
知
識
の
あ
る
読
者
は
、
関
心
の
あ
る
章
や
項
目
を
独
立
し
て

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
書
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
読
者
の
た
め
に
、
外
国
語
文
献
も
記
載
し
て

い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
理
論
は
数
学
的
な
理
論
で
す
が
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
理
解
す
る
に
は
高
校
数
学
Ⅰ
、
Ⅱ
の
知
識
が
あ
れ
ば
十

分
で
す
。
本
書
で
は
、
で
き
る
だ
け
数
式
を
用
い
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
た
が
、
読
み
づ
ら
い
個
所
も
数
多
く
あ
る
と
思

い
ま
す
。
読
者
の
方
々
の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
書
の
執
筆
の
き
っ
か
け
は
、
成
城
大
学
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
２
０
１
９
─
20
年
度
授
業
「
国
際
協
力
・
開

発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
」
の
講
義
を
担
当
し
た
こ
と
で
す
。
多
く
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
と
く
に
、
２
０

２
０
年
度
の
受
講
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
い
う
ス
ト
レ
ス
の
あ
る
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
ー
ム
ワ

ー
ク
や
活
発
な
質
問
を
通
じ
て
、
著
者
に
ゲ
ー
ム
理
論
を
講
義
す
る
喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
本
書
の
出
版
で
は
、
勁
草
書
房
の
宮
本
詳
三
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
２
年
５
月

�

岡
田　

章
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1　　　　

第
１
章
　
ゲ
ー
ム
理
論
の
誕
生

要
点

●
数
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
と
経
済
学
者
の
オ
ス
カ
ー
・
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
が
１
９
４
４
年
に
『
ゲ
ー

ム
理
論
と
経
済
行
動
』
を
出
版
し
、
ゲ
ー
ム
理
論
が
創
設
さ
れ
た
。

●
ゲ
ー
ム
理
論
は
、
自
由
で
自
律
的
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
合
理
的
な
意
思
決
定
を
研
究
す
る
。

●
ゲ
ー
ム
理
論
は
、
経
済
学
な
ど
の
社
会
科
学
の
分
野
だ
け
で
な
く
生
物
学
や
心
理
学
な
ど
広
範
囲
な
学
問
分
野
に
応
用
さ

れ
て
い
る
。

ナ
ッ
ソ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
朝
食

ア
メ
リ
カ
の
東
部
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
あ
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
電
車
で
約
２
時
間
ほ
ど

で
着
く
閑
静
な
学
園
都
市
で
あ
る
。
学
問
の
世
界
で
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
の
あ
る
町

と
し
て
名
高
い
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
な
ど
と
並
ぶ
ア
メ
リ
カ
が

誇
る
一
流
大
学
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
は
１
９
３
０
年
の
設
立
以
来
、
数
学
と
物
理
学
の
分
野
で
世
界
の

最
高
頭
脳
が
集
ま
る
研
究
所
で
あ
る
。
相
対
性
理
論
で
有
名
な
物
理
学
者
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
設
立
以
来
の
教
授
で
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あ
る
。

１
９
４
２
年
の
12
月
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
い
あ
る
日
、
大
学
の
関
係
者
が
集
ま
る
ナ
ッ
ソ
ー
ク
ラ
ブ
で
二
人
の
男
性
が

朝
食
を
と
っ
て
い
た
。
二
人
は
ド
イ
ツ
語
で
熱
心
に
何
か
を
議
論
し
て
い
る
。
一
人
の
男
性
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
の

数
学
者
で
、
20
世
紀
の
最
高
の
知
性
の
一
人
と
言
わ
れ
る
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
で
あ
る
（
コ
ラ
ム
１
）。
フ
ォ

ン
・
ノ
イ
マ
ン
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
同
じ
く
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
の
設
立
以
来
の
教
授
で
あ
る
。

も
う
一
人
の
男
性
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
経
済
学
者
で
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
経
済
学
を
講
義
し
て
い
る
オ
ス

カ
ー
・
モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
で
あ
る
（
コ
ラ
ム
２
）。
二
人
が
時
間
を
経
つ
の
も
忘
れ
て
熱
く
議
論
し
て
い
る
テ
ー
マ

が
、
ゲ
ー
ム
理
論
で
あ
る
（M

orgenstern 1976

）。

二
人
の
共
同
研
究

ゲ
ー
ム
理
論
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
理
論
だ
ろ
う
か
？

二
人
は
、
数
学
に
よ
っ
て
社
会
や
経
済
に
お
け
る
合
理
的

行
動
の
一
般
原
理
を
解
明
す
る
と
い
う
大
き
な
目
標
を
も
ち
、
当
時
、
誰
も
が
考
え
つ
か
な
か
っ
た
野
心
的
な
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
没
頭
し
て
い
た
。

経
済
社
会
で
は
、
消
費
者
や
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
労
働
組
合
、
政
府
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
意
思
決
定

し
行
動
す
る
。
そ
し
て
、
社
会
や
組
織
を
研
究
す
る
上
で
も
人
間
行
動
の
研
究
が
基
本
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
経
済
学

者
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、

「
政
治
経
済
学
、
あ
る
い
は
経
済
学
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
人
間
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
れ
は
、
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一
面
で
は
富
の
研
究
で
あ
る
が
、
他
の
、
そ
し
て
も
っ
と
重
要
な
面
で
は
、
人
間
科
学
の
一
分
科
で
あ
る
」（
引
用

者
訳
）

と
述
べ
て
い
る
（M

arshall 1890

）。

数
学
に
よ
っ
て
人
間
行
動
を
研
究
す
る
と
い
っ
て
も
、「
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
本
当
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
」「
人
間

は
感
情
に
左
右
さ
れ
る
動
物
で
あ
り
、
人
間
行
動
を
数
式
で
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
？
」「
人
間
は
合
理
的
に
は

行
動
し
な
い
」
と
い
っ
た
疑
問
や
反
論
を
も
つ
人
も
多
い
と
思
う
。

科
学
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
む
創
造
性
と
新
し
い
問
題
に
挑
戦
す
る
独
創
性
と
パ
イ
オ

ニ
ア
精
神
で
あ
る
。
二
人
は
、
既
存
の
学
問
や
通
説
が
否
定
的
に
考
え
る
問
題
に
対
し
て
も
先
入
観
な
く
探
究
す
る
深
い

洞
察
力
と
強
い
知
的
関
心
を
も
っ
て
い
た
。

社
会
科
学
と
数
学

現
在
で
も
、
数
学
は
物
理
学
や
化
学
、
工
学
な
ど
の
理
系
の
学
問
に
は
必
要
だ
が
、
経
済
学
や
経
営
学
、
政
治
学
、
心

理
学
な
ど
の
文
系
の
学
問
に
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
と
モ
ル
ゲ

ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
考
え
は
、
違
っ
て
い
た
。
二
人
は
、
経
済
学
に
数
学
が
使
え
な
い
根
本
的
な
理
由
は
何
も
な
い
と
信
じ

て
い
た
。
む
し
ろ
、
経
済
学
が
厳
密
な
科
学
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
は
、
経
済
学
の
問
題
を
数
学
に
よ
っ
て
明
晰
に
定

式
化
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
た
。

数
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
共
通
言
語
で
あ
る
。
一
つ
の
学
問
が
科
学
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
は
、
数
学
を
用
い
て
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問
題
が
曖
昧
な
く
定
式
化
さ
れ
、
そ
の
数
学
モ
デ
ル
が
厳
密
な
論
理
に
よ
っ
て
分
析
可
能
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
文
系
の
学
問
に
必
要
な
数
学
は
、
二
次
方
程
式
や
微
積
分
の
問
題
が
解
け
る
計
算
力
で
は
な
く
（
モ
デ
ル
の

分
析
に
は
計
算
も
必
要
だ
が
）、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
新
し
い
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
内
容
を
誰
も
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
数
学
の
言
語
を
用
い
て
明
晰
に
定
式
化
す
る
能
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仮
定
か
ら
命
題
を
導
く
論
理
的
思
考
力
で
あ

る
。数

学
は
、
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
思
決
定
問
題
の
共
通
し
た
構
造
は
何
か
、
意
思
決
定
の
一
般
原
理
は
何
か
を

解
明
す
る
た
め
に
必
要
な
分
析
道
具
で
あ
る
。

『
ゲ
ー
ム
理
論
と
経
済
行
動
』
の
出
版

ナ
ッ
ソ
ー
ク
ラ
ブ
に
戻
ろ
う
。
１
９
４
２
年
12
月
に
は
、
二
人
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
本
の
原
稿
は
ほ
と
ん
ど
仕

上
が
り
、
最
後
の
数
ペ
ー
ジ
を
残
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
最
後
の
ペ
ン
を
加
え
、
１
９
４
３
年
１
月
１

日
、
二
人
の
共
同
研
究
は
完
成
し
た
（
鈴
木2014
）。

当
初
、
本
の
原
稿
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
出
版
局
と
１
０
０
ペ
ー
ジ
程
度
の
小
冊
子
と
し
て
出
版
の
契
約
を
し
て
い
た

が
、
最
終
的
に
提
出
し
た
タ
イ
プ
原
稿
は
、
図
と
数
学
記
号
が
満
載
で
１
２
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
す
大
著
と
な
っ
て
い
た
。

大
学
出
版
局
は
レ
フ
リ
ー
な
し
で
原
稿
を
受
諾
し
、
第
２
次
世
界
大
戦
と
い
う
困
難
な
社
会
経
済
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

出
版
作
業
を
進
め
た
。
原
稿
は
、
１
９
４
４
年
９
月
18
日
に
出
版
さ
れ
た
（von N

eum
ann and M

orgenstern 1944

）。

本
の
タ
イ
ト
ル
は
、『
合
理
的
行
動
の
一
般
理
論
』
な
ど
い
く
つ
か
の
案
が
考
え
ら
れ
た
が
、
当
初
か
ら
の
『
ゲ
ー
ム

理
論
と
経
済
行
動
』
と
さ
れ
た
。
経
済
行
動
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
入
っ
て
い
る
が
、
二
人
は
ゲ
ー
ム
理
論
が
経
済
学
だ
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け
で
な
く
社
会
学
や
政
治
学
に
も
応
用
で
き
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、「
20
世
紀
前
半
の
科
学
の
主
要
な
出

来
事
の
一
つ
」
と
評
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
理
論
が
誕
生
し
た
（Copeland 1945

）。

ゲ
ー
ム
理
論
の
最
初
の
論
文

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
生
ま
れ
た
若
き
日
の
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
数
学
界
の
ス
タ
ー
と
し
て
数
々
の
業
績

を
あ
げ
た
。
１
９
２
８
年
に
ゲ
ー
ム
理
論
の
最
初
の
論
文
を
発
表
し
た
（von N

eum
ann 1928

）。
論
文
は
ド
イ
ツ
語
で

書
か
れ
、
題
名
は
「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
・
シ
ュ
ピ
ー
ル
（
社
会
ゲ
ー
ム
）
の
理
論
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

論
文
は
、
社
会
ゲ
ー
ム
（
ま
た
は
戦
略
ゲ
ー
ム
）
の
数
学
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
ゼ
ロ
和
２
人
ゲ
ー
ム
の
ミ
ニ
マ
ッ
ク
ス

定
理
（
第
３
章
）
を
証
明
し
て
い
る
。
ゼ
ロ
和
２
人
ゲ
ー
ム
と
は
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
、
将
棋
や
チ
ェ
ス
、
顧
客
を
め
ぐ
っ
て

競
争
す
る
２
つ
の
保
険
会
社
、
敵
対
的
な
株
式
公
開
買
付
け
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
に
よ
る
企
業
買
収
、
２
大
政
党
に
よ
る
政
権
獲

得
競
争
、
な
ど
２
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
利
害
が
完
全
に
相
反
す
る
よ
う
な
社
会
状
況
を
意
味
す
る
。
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン

は
、
ミ
ニ
マ
ッ
ク
ス
定
理
に
よ
り
ゼ
ロ
和
２
人
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
合
理
的
な
意
思
決
定
の
問
題
を
完
全
に
解
決
し
た
。

さ
ら
に
、
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
は
、
ゼ
ロ
和
２
人
ゲ
ー
ム
だ
け
で
な
く
２
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
協
力
し
て
１
人
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
対
抗
す
る
よ
う
な
３
人
ゲ
ー
ム
の
分
析
も
行
っ
た
。
論
文
の
内
容
は
、
後
に
出
版
さ
れ
る
『
ゲ
ー
ム
理
論
と
経

済
行
動
』
の
骨
格
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

１
９
３
３
年
１
月
、
ド
イ
ツ
で
ヒ
ト
ラ
ー
が
率
い
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
ナ
チ
党
政
権
が
成
立
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
公
職
か

ら
追
放
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
学
者
は
国
外
に
亡
命
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
勤
め
て

い
た
フ
ォ
ン
・
ノ
イ
マ
ン
も
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
、
１
９
３
３
年
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
の
教
授
に
就
任
し
た
。
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